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82-5-1 鋼鉄道橋の塗膜劣化状況の調査結果
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In maintenance management of a painted steel bridge, appropriate corrosion prevention measures 

are needed. For establishing effective corrosion prevention measures, it is important to make clear 

coating degradation patterns. Accordingly we made a lot of observations on coating films of many 

bridges. The results of the observations showed that a coating degradation could be classified into some 

patterns, and that the coating degradation patterns (such as corrosion under coating, checking of 

coating and peering of coating) were affected by construction environment and bridge ages. 
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1.はじめに

図1は，国鉄時代の調査結果から昭和61年以前に取り換

えられた鋼鉄道椛の取り換え原因別に分類した結果 I)であ

る．図から，橋梁の取り換えは，線路増設，河川改修など

栢梁自身の問題以外で取り換えられたものが半数以上を占

めるが，梱梁自身の問題，特に腐食を原因とするものも少

なくないことが分かるすなわち，銅鉄道栢の維持管理に

おいて，防食対策は重要な問題といえる．
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銅鉄道栢の多くは，塗装による防食を採用している．塗

装塗膜の耐久性は，鋼構造物に期待される使用年数（100

年以上）に比較して劣るため．適切な時期での塗替え塗装

を必要とする．すなわち，腐食を放骰したために補強・補

修工事が必要な状況に至らない管理などの維持管理経贅の

ミニマム化が求められるこのためには．構造物の架設閑

境及び構造物諸元などから塗膜劣化を予測できる技術の確

立が望まれている．そこで，塗膜劣化実態の把握を目的に．

架設環境，構造物諸元などの異なる実橋梁を調査した．本

稿では．塗膜劣化状態と架設哀脱．椛梁架設後の経年との

関連を報告する．

2.調査方法

調査は，JR西日本管内の7線区（北陸本線，山陰本線，

東海道本線，伯備線，芸備線，大阪環状線，紀跨本線）の

中から 10箇所を選定し，それぞれの個所で数十連の合計

200連を超える橋梁を対象とした．

塗膜の調査は，「鋼構造物塗装設計施工指針」 2)に規定す

る塗膜劣化度評価方法に準じて行なった．塗膜劣化の評価

は，構造部位ごとに，見本写哀との比較から表 1に示す評

点付けで行なった，なお，調査では，評点付けと同時に，

部位ごとの塗膜変状面積率も見本写真との対比から求めて

いる．次いで，文献2)に準じて構造物全体の劣化度を評価

するため，部材別の重み付けから合計点を計算した，その

合計点からは，塗替え塗装の必要性を表 2のように評価で

きる

表 1 塗膜劣化評価（見本写真との対比で評価）

評点 塗膜変状の例 変状面積率

5 全面さび・塗膜の残存なし 12％以上

4 全面さび，塗膜われ，はがれ I 3~12% 

3 全面点さび 0.3~1.3% 

2 点さび点在 0.03~0.3% 

I チョーキング，変色等 0 01~0.03% 

゜
変状なし 0% 

備考：変状面積率は，見本写真から想定される変状の面積率の範囲を示す，

表2 構造物の劣化度

合計点 劣化度 状態

32~40 Pl 塗装時期を逸し．鋼の腐食進行

24~31 P II 早急に塗り替えるべき状況

16-23 PIii 適切な塗替え塗装時期

0~15 PIV 景観性等の必要に応じて塗装

3.調査結果

10年ほど前から，塗替え塗装にJ豆膜型変性工ポキシ樹脂

系塗料を用いた塗装系G7が本格採用された．それまでの塗

替え塗装には，鉛系さび止めペイントとフタル酸樹脂塗料
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を用いた塗装系 B7が採用されていた．このため，調査時に

観察される最外府の塗膜には，塗装系 B7と塗装系 G7の 2

種類涅在する．そこで，調査結果は，塗装系別に盤理した．

図2に塗替え塗装後の経過年数で賂理した全データを示す．

塗装後の早期に閥い評点になるものから塗装後30年近くま

で殆ど変状を示さないものまで大きくばらつくまた，塗

装系問の差も明確に見られない．

塗膜劣化評点の高い場合としては，屈食発生が主の場合

と塗膜のわれ ・はがれ（図 3)が主の場合に分けられた．
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塗装後の経過期間（年）

図2塗装後経過年数別の構造物の評点（全データ）

図中の点線は，表2の劣化度P-IIの範囲を示す．
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架設後77年塗装後18年 架設後86年．塗装後20年
雌岸距離約6km．河川橋 離岸距鰭約1km

図3塗膜のわれ・はがれで塗膜劣化評点が高くなった事例

3.1 塗膜われ ・はがれ

塗装系 B7の梱梁に関して，塗膜われ ・はがれの有無と

架設後経年で整理した結果を図 4に示す．概して，架設後

経年の多い橋梁ほど塗膜われ・はがれの観察される場合が

多い．塗替え塗装では，塗膜変状に至っていない塗膜を活

膜として残して施工しており，架設後経年の多い梱梁ほど

古い旧塗膜が残った上に塗替え塗装されている。図4は，

残存する旧塗膜の性状変化が，塗膜われ・はがれに大きく

影響していることを示唆する．

3.2 塗膜腐食

塗膜われ・はがれの少ない場合（而和比 5％以内），すな
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架設後経過期間（年）

図4架設後経年別の塗膜われ・はがれの橋梁数(B7)
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塗装後の経過期間（年）

図5塗膜われ5％以内で離岸距離1.5km以上の橋梁

わち塗膜変状が主に腐食による栢梁について，架設現境と

して海からの距離（離岸距離）で分類した海塩粒子飛来

の影響が小さいと想定される離岸距離1.5km以上の梱梁で

は，図5に示すように最終塗装系によらず腐食による塗

膜変状で塗替え塗装すべき状態に至るまで20年以上と長期

耐久が期待できることが分かる．

一方，離岸距離1.5km未満では，激しい腐食に至ってい

る栢梁も多いが，図 3写真右に示すように，腐食の小さい

橋梁も見られた．この違いは，海の見通しの有無，すなわ

ち海岸から橋梁までの問に存在する障害物の影響と想定さ

れた．そこで，塗装系別に加えて，海の見通しの有無で整

理したものを図 6に示す．海の見通せる場合には，塗装系 G

であっても，塗替え塗装後数年で腐食による高い評点とな

っている橋梁が多い．これらの橋梁を詳細観察すると，腐

食個所は前回の塗替え塗装時に腐食していた箇所からの

場合が多い．このことは，腐食個所に残存する塩化物イオ

ン（ネスト状）の除去が不完全なままで塗替え塗装された

ために，塗膜下腐食が早期に現れたことを示す．
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塗装後の経過期間（年）

図6塗膜われ5％以内で離岸距離1.5km未満の橋梁

4. まとめ

鋼鉄道稿の調査を行い，塗膜劣化形態は，塗膜われ・は

がれと腐食に大きく分けられ，塗膜われ・はがれは橋梁の

架設後経年，すなわち，残存する旧塗膜の物性に影響され

ること，腐食は，離岸距離1.5km未濶で橋梁から海が見通

せる場合に激しく，前回腐食箇所からの塗膜劣化が塗装後

の早い時期に起きていることが明らかにされた

最後に，調査橋梁の選定などにおいて，JR西日本各支社

の土木技術センターから多大な協力を頂いたことに深謝の

意を表する，
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